議案第2号
平成２６年度　事業計画書(案)
平成26年4月1日から
平成27年3月31日まで
１　事業実施の方針
　　永年続いて来た措置制度が平成１８年４月１日より「障害者自立支援法」が施行された。障害者が福祉サービスを自分で選択して、地域で生活し易いように法の不備を利用者、福祉サービス提供者、関係諸団体の意見を聞き改良されました「障害者総合支援法」が平成２５年４月１日より施行され一年が経過しました。尚「障害者権利条約」が平成２５年１２月の衆参両議院本会議で全会一致で締結することが承認され、平成２６年２月国連に於て署名されました。これまでには「障害者基本法」の改正、「障害者差別解消法」「障害者雇用促進法」「虐待防止法」の成立、「障害者優先調達法」の成立施行が行われて来ました。又、茨城県に於ては議員提案条例として「障害のある人もない人も共に歩み幸せに暮らすための茨城県づくり条例」が平成２６年３月の県議会に於て成立しました。これで障害者の福祉の法体制が出来たことになります。
　「自己決定、自己責任など障害者が主体」で当たり前に生きていけるよう身近な市町村が実施主体であると言っております。しかしながら法律が出来ただけでは法の趣旨が実現するものではありません。私達は会員一体となり障害に対する正しい理解を拡める活動をすると共に「共生社会」を実現するために地域の人々の理解と協力を基に市と行政と力を合わせて自分達で出来る福祉サービス事業をしなければならないと思っています。
　グループホーム運営事業は、相談啓発事業を通して利用者の増員を図り、就労継続支援B型事業は、利用者の増員を図るとともに分解作業の効率と分解した成果品の収益性の向上を図って参ります。

　地域の方々の一層の協力と支援を得て、障害者が地域で生活できるよう努力することを基本方針とします。

２　事業の実施に関する事項
　(1)特定非営利活動にかかる事業
	事　業　名
	事　業　内　容
	実　施
予　定
日　時
	実　施
予　定
場　所
	従事者
の予定
人　数
	受益対象者
の範囲及び
予定人数
	

	教育訓練事業
及び
指導者育成事業
	知的障害者の自立にむけた各種研修会等を開催する。
	　6月、8月

　
	アーシャ
	2名
	市内親の会会員及びアーシャ、ステップ関係者　15名
	

	レスパイト

サービス事業
	子供の一時預りを行う。
	4.1～

3.31
	アーシャ
	4名
	市内及び勿来から日立市の知的障害者と父兄
5名
	

	相談啓発事業
	就労、生活一般、福祉全般に係る相談を定期的に開催する。
	5月、7月、

9月、11月、1月、3月の第2火曜日
	　アーシャ
	　2名
	北茨城特別支援学校、市内特殊教室在学者及び市内知的精神身体障害者と父兄　10名
	

	グループホーム

運営事業
	長期間の親許を離れての生活を支援し社会的に自立への道を習得させることを図る。
	4.1～

3.31
	　アーシャ
	4名
	市内及び勿来から日立市の知的障害者　5名
	

	電気製品等

手分解事業
	手分解による家電品のリサイクル事業を通し知的障害者の就労の場を確保する。
	4.1～

.31
	西明寺事業所

ステップ
	　10名
	北茨城市内の知的障害者　10名
	

	産業廃棄物

収集運搬事業
	北茨城市・市内協力企業等との取引により、廃家電品の確保に努め、知的障害者の就労の場を確保する。
	.4.1～

3.31
	西明寺事業所

ステップ
	　10名
	北茨城市内の知的障害者　10名
	


　(2)その他の事業
	事　業　名
	事 業 内 容
	実施予定
日時
	実施予定
場所
	従事者
の予定
人数
	受益対象者
の範囲及び
予定人数
	

	実施なし
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